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10年後に安心して生活できる町をつくるために10年後に安心して生活できる町をつくるために
シリーズ 第シリーズ 第  2020    弾弾 高齢者支援係

　10月10日に、たてしな“ずく”りの会―立科町暮らしづくりの会―の委員４名、内藤生活支援コー
ディネーター、アドバイザーの浦野千絵さん、立科町地域包括支援センターの職員が、住民主体の活
動について学ぶため、佐久市内山地区で行っている集いの場「十

とう

日
か

会
かい

」を視察しました。
　この日の十日会では、地区公民館で地元のお寺の和尚さんの「今ここで心豊かに生きる」というお
話を聞きました。
　「十日会」は、内山地区住民が集える居
場所や相談・支えあえる仕組みをつくっ
ていきたいとの思いから、平成28年１月
に住民が立ち上げた集いの場です。
　毎月10日に、10時～12時まで、JA内山
支所の一角や公民館を借りて、おしゃべ
りや体操、うどん・饅頭づくり、歌の会、
そば打ちなどを、時には地域の方が講師
になり、行っています。
　平成29年11月から民家を借りて、毎週
水曜日９時～16時まで地域の方が自由に
利用できる居場所「いずみの家」を見学
させていただきました。
　支えあって安心して暮らせることを目
指し、その仕組みづくりの一端として、
歩いて行ける場所に子供からお年寄りま
で自由に集える居場所づくりをされてい
る内山地区の方の思いや取組みに触れる
ことができました。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
美
し
い
瞬
き
が
灯
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

が
流
れ
、
一
気
に
年
の
瀬
の
足
音
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聞
こ
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

1
年
３
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日
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た
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あ
ま
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と
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る
こ
と
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か
。

　

私
の
子
ど
も
た
ち
は
、
今
は
家
か
ら
離
れ
て

い
ま
す
が
、
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
な
ど

の
行
事
に
参
加
す
る
た
び
に
立
科
の
子
ど
も
た

ち
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
て
い
る
と
本
当
に

う
れ
し
く
な
り
、
こ
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に

向
け
て
し
っ
か
り
と
町
政
を
進
め
な
け
れ
ば
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
も
天
候
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
緑
豊

か
な
時
期
か
ら
収
穫
も
終
盤
を
迎
え
、
皆
さ
ん

も
今
年
の
恵
に
感
謝
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」
と
申
し
ま
す
が
、
公

務
に
追
わ
れ
た
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
が
、
も

う
1
年
経
つ
の
か
と
年
の
瀬
を
迎
え
る
こ
の
時

期
に
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
や
農
作
物
の
豊
か
な
実
り
な
ど

「
人
と
自
然
が
輝
く
町
」
ふ
る
さ
と
立
科
に
今

年
も
感
謝
し
、
今
後
も
町
の
発
展
に
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。
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